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審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、大核と小核の核分裂機構の違いの全容を明らかにするための、重要な手がかりを与えるも
のである。また、二核性の理解にも大きく貢献するもので、細胞生物学領域の研究として、高く評価で
きる。審査では、大核分裂におけるγ‐チューブリンの局在から、γ‐チューブリンの機能に関する議
論がなされ、試験管内での実験の必要性が指摘された。また、大核分裂における微小管のダイナミクス
に関わるモータータンパク質に関して質疑が行われ、微小管モータータンパク質キネシンの遺伝子破壊
や局在性の解明による問題解決の筋道が著者によって示唆された。審査における質疑においても、著者
は適切かつ論理的な議論を展開し、博士（理学）の資格を十分有することが明らかになった。 
 平成２６年２月３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
